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新型コロナウイルスは、ひとりひとりの感染を完全に防止することは不可能であるとされる一方、感染の拡大スピー
ドを抑制することは可能であり、感染者の有無に関わらず、感染を拡散しない取り組みが求められています。市民の
皆さまにおかれては、日常的な感染予防対策に努めていただくようお願いします。

古川町保健センター

厚生労働省HP 飛騨市HP

新型コロナウイルス感染症対策へのご協力のお願い（３月９日時点版）

新型コロナウイルス感染症とは？

ウイルス性の風邪の一種です。発熱やのどの痛み、咳が長引く（1週間前後）ことが多く、強いだるさを訴える方
が多いことが特徴です。
新型コロナウイルスは、飛沫感染と接触感染により感染するといわれています。

ひとりひとりができる対策は？

イベントや行事等開催者・参加者の方へ

●手洗い
　外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などにこまめに、石けんによる手洗いやアルコール手指消毒をしましょ
　う。
●部屋の湿度（50～60％）に注意し、のどを乾燥から守りましょう。
●栄養と休息を十分にとって、抵抗力をつけましょう。
●咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で押さえると、その手で触ったものにウイルスが付着し、ドアノブなど
　を介して他の方に病気をうつす可能性がありますので、咳エチケットを行ってください。

●屋内での不特定多数が集まるイベントや、高齢者や子どもが多く集まる行事については、延期・中止を検討いただ
　きますようお願いします。
※不特定多数とは、主催者において参加者の事前把握ができず、予防対策等の周知ができないような方が 多くいる場合をいいます
●イベントに参加される方で、風邪のような症状がある場合は参加を控えていただくようお願いいたします。特に高
　齢の方や基礎疾患（糖尿病、心疾患、呼吸器疾患等）をお持ちの方は、できる限り参加をお控えください。

重症化すると肺炎となり、死亡例も確認されています。
特にご高齢の方や基礎疾患（糖尿病、心疾患、呼吸器疾患等）のある方は重症化しやすい可能性があると言われ
ています。

飛沫感染

接触感染

感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放出され、他の方が
そのウイルスを口や鼻などから吸い込んで感染します。

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウイルスがつき
ます。他の方がそれを触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から感染します。

●全部の症状が見られるときは、外出を控えて下さい。
●持病がある方、ご高齢の方は、人混みの多い場所を避けるなど、より一層注意してください。

　新型コロナウイルスに関する最新情報は、『厚生労働省ホームページ』にてご
覧いただけます。
　また、新型コロナウイルスに関する市からのお知らせは、市公式ホームページ
をご覧ください。
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木製ブロックを園児に手渡す岩塚さん

　飛騨産の木材に触れてほしいと市内で家具製造を行う「家
具工房くくのち」の岩塚泰男さんが12日、宮城保育園を訪
れ、木製ブロックを寄贈していただきました。
　この日は、遊戯室に全園児が集まり、岩塚さんから「ドング
リやサクラの木を使ったブロックです。みんなで楽しくいろん
な遊び方を考えて」とあいさつ。その後代表の園児に木製ブ
ロックの入った木箱を手渡しました。
　受け取った園児らは、ブロックをつなげて双眼鏡、信号機、
ロボットや家などを組み立て、木のぬくもりがいっぱいの木
製ブロックでとても楽しそうに遊んでいました。

　飛騨市ドローンジュニア検定が2日、市役所で行われ市内
の小中学生がドローンの操縦などを学びました。
　この教室は、子どもたちにドローンに親しんでもらおうと市
が初めて開催。富山ドローンスクールの森本康之室長を講師
に招き、小中学生11人が参加しました。
　子どもたちは、ドローンはどこでも飛ばしていい物ではな
いことなどドローンに関するルールを学んだ後、屋内で小型
ドローンの操縦と専用のアプリを使ったプログラミングに挑
戦しました。
　教室終了後、参加者へ市が発行した「飛騨市ドローンジュ
ニア検定」修了証が渡されました。

　古川町是重の熊崎シズさんが百歳を迎えられました。これ
に合わせ、市民福祉部の柚原部長らが施設を訪問し、祝金や
お祝いの花束を熊崎さんに渡しました。
　柚原部長は｢百歳おめでとうございます。これからも健康で
お元気でいてください｣とお祝いの言葉を贈りました。
　この日は、ご家族や入居している施設の方々が集まり、熊
崎さんの百歳をお祝いしました。
　熊崎さんは「お祝いしていただいて嬉しいです」と喜びを話
し、息子の謙一さんと伸二さんは「これからも元気でいても
らいたいです」と話していました。

市

　吉城高校の生徒が行うYCKプロジェクト報告会が７日、
飛騨市文化交流センターで開かれ、吉城高校生、古川中学校
生徒や市民ら約600人が参加しました。
　YCKプロジェクトは、地域連携によるさまざまな授業や地
域課題を舞台とした教育活動を行い、課題解決能力を身に
付けるため実施されている取り組みです。
　報告会では、YCK活動報告として和光園での高齢者との
交流、古川祭の英語ボランティア、小中学校での学習サポー
ターのほか、台湾新港郷での研修やYCK活動を通した進路
実現など、YCKで学んだ成果を発表しました。

YCKプロジェクト報告会2019地域を舞台にした取り組みの成果を報告
２月７日（金）　飛騨市文化交流センター

生徒によるプロジェクト発表

宮城保育園へ木のおもちゃ贈呈飛騨産の木材に触れてほしい
２月12日（水）　宮城保育園

熊崎シズさん百歳褒賞百歳おめでとうございます
２月10日（月）　特別養護老人ホーム飛騨寿楽園

花束を手にする熊崎さん

内の子どもらがドローン操縦を学ぶ
飛騨市ドローンジュニア検定

２月２日（日）　市役所

ドローンについて学ぶ参加者
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　神岡町の銅像「立ちだるま」からアメリカの「自由の女神
」に送る恋の短歌を詠んだコンクールの表彰式が22日、同
町の洞雲寺で開かれました。
　立ちだるまが自由の女神の方角を向いて立っていること
に着想を得て、町おこしにつなげようと地元有志らが企画
し、２回目の開催となりました。今回は一般、高校生以下の
両部門に、全国の661人から計1,953首の応募がありまし
た。
　表彰式では、受賞者、審査員、来賓ら21人が出席し、実
行委員会の帰家圭吾委員長から受賞者へ表彰・記念品が
授与されました。

　神岡町出身で旧神岡町名誉町民でもある故荒垣秀雄氏の
功績に光を当てる「第２回荒垣秀雄顕彰作文コンクール」の表
書式が22日、神岡振興事務所で開かれ受賞者や関係者ら約
25人が参加しました。
　表彰式では、最優秀の荒垣秀雄天声人語賞に河合小学校６
年生の岩田桃果さん、古川中学校１年生の千原ほのかさんが
選ばれ、都竹市長から賞状が手渡されました。
　都竹市長は「受賞を機に自分自身の物の見方や考え方、表
現の仕方、人に伝えていくことの難しさなどの面白さを追求して
磨いていただきたい」とあいさつしました。

短歌コンクール受賞者と関係者の皆さん作文コンクール入賞者の皆さん

立ちだるまから自由の女神へラブレター
第２回荒垣秀雄顕彰作文コンクール表彰式

２月22日（土）　神岡町　洞雲寺２月22日（土）　神岡振興事務所
市内の生徒児童が最優秀賞に選ばれる

第2回荒垣秀雄顕彰作文コンクール表彰式

　市と岐阜大学の間で包括連携協定の締結式が28日、同
大で行われました。
　この協定は、同大と市が多様な分野で包括的に密接な協
力関係を築き、連携を深めることで、人材育成や活力ある地
域社会の形成・発展を図るものです。
　内容は、人口減少問題を解明する「過疎学（仮称）」の研
究や関係人口プロジェクトへの参画、吉城高校、飛騨神岡高
校の地域連携教育への協力など多岐にわたります。
　協定式では、同大の森脇久隆学長と都竹市長が出席し、
協定書を取り交わしました。

岐

協定書を手にする森脇学長と都竹市長

　市と大正大学（東京都）との間で、地域創生や人材育成
に関する包括連携協定の締結式が25日、市役所で行われ
ました。
　この協定は、同大地域創生学部２年で古川町出身の坂
下拓夢さんが、市に連携を提案したことをきっかけに締結し
たもので、今後地域活性化や人材育成に向けた連携・協力
を実施していくものです。
　この日は、同大地域構想研究所の柏木正博副所長と浦
崎太郎教授、坂下さん、同大１年の山村一颯さんが出席。
協定式では、柏木正博副所長と都竹市長が協定書を取り
交わしました。

　飛騨地区交通安全協会の下堂前貢会長が21日、本年度の
交通栄誉章緑十字銀章を受章した喜びと交通安全への更な
る協力を都竹市長に伝えました。
　この表彰は、（一社）全国交通安全協会が長年交通安全活
動に尽力した功績がある方を表彰するもので、下堂前会長は
長年におよぶ交通安全への貢献がたたえられ表彰を受けまし
た。
　下堂前会長は「市民の皆さんが被害者にも加害者にもなら
ないよう尽力してきた。今後も市民の皆さんの交通安全に対す
る意識の向上に力を入れていきたい」と話しました。

大正大学と包括連携協定を締結地域創生や人材育成を推進
２月20日（木）　市役所

（右から）浦崎教授、柏木副所長、坂下さん、山村さん

交

出発式のようす 町内を練り歩く社中 洞雲寺を目指し、階段を駆け上がる社中

に 第64回飛騨神岡初金毘羅宵祭
ぎやかな創作山車が町内を練り歩く

２月22日（土）　神岡町市街地

　河合小学校の６年生児童が12日、河合町のいなか工芸館
で児童自身の卒業証書に使用する山中和紙の紙すきを行い
ました。
　この日は同校６年生８人が参加し、同町で和紙作りを行う
柏木一枝さんの指導の下、紙すきを行いました。
　児童らは、型枠で原料となる「こうぞ」をすき、水分を取っ
た後、型枠から外し、乾燥機に乗せて和紙作りを行いまし
た。乾燥機に乗せた後は、椿の葉でシワをとるなど、きれい
な和紙になるよう仕上げを行いました。
　紙すきを行った児童は「自分ですくのは難しかったけど楽し
かった。完成が楽しみです」と話していました。

河合小学校の児童が紙すき体験伝統の山中和紙で自身の卒業証書を作る
２月12日（水）　河合町　いなか工芸館

山中和紙の紙すきを行う児童

交通安全栄誉章緑十字銀章を受章
通安全に対する意識向上を目指す

２月21日（金）　市役所

表彰状と勲章を手にする下堂前会長

阜大学と連携し地域活性化を図る
岐阜大学と飛騨市との連携に関する協定締結式

２月28日（金）　岐阜大学

　真冬の熱い祭り「第64回飛騨神岡初金毘羅宵祭」が22日、神岡
町市街地で開かれ、にぎやかな創作山車が町内を練り歩きまし
た。
　この祭は、金毘羅様に商売繁盛・家内安全を祈願するため、江
戸木遣り保存会と手古舞の行列を先頭に、さまざまな意匠の神輿
や山車が列を成し、金毘羅堂のある洞雲寺を目指して、町内を盛大
に練り歩く祭りです。
　日中には、特設ステージで双葉保育園児によるダンスやダルマ
落とし大会、よさこい演舞などが披露されました。
　夕方からの行列は、神岡江戸木遣り保存会をはじめ、地元企業
や同級会、サークル、富山よさこいチームなど16社中が参加し、趣
向を凝らした山車や神輿曳きながら約１キロメートルの距離を練り
歩きました。
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市長就任のごあいさつ飛騨市議会議員が決定 ～市民の声を代表する市議会議員13人を紹介します～

市長就任のごあいさつ

飛騨市長 都 竹 淳 也
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年
度
予
算
案
で
は
、健
康
づ
く

り
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、生
涯
学
習
な

ど
、暮
ら
し
の
質
の
充
実
の
部
分

で
、今
ま
で
手
を
付
け
て
い
な
い
部

分
に
踏
み
込
ん
で
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
、弱
い
立
場
に
あ

る
方
々
の
支
援
は
、工
夫
次
第
で
無

限
に
や
る
べ
き
こ
と
が
見
つ
か
り

ま
す
。提
案
し
て
速
や
か
に
実
施
に

移
し
ま
す
。

▼
２
期
目
の
抱
負
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の
中

で
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、本
当
に
や
り
た
い
の
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
市
政
、「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
市
政
を
目
指

し
ま
す
。

飛騨市議会議員が決定
～市民の声を代表する市議会議員１３人を紹介します～

現職８人、元職１人、新人４人の13人が飛騨市議会議員に当選されました。今後４年間、市民の代表として、市民の声を市政に反映さ
せるために活躍されます。今回は、議員になられた皆さんに抱負を伺いました。

※各議員から寄せられた原稿を原文のまま掲載しています

2

1

議席
番号

3

4

5

6

7

9

8

10

11

12

13

氏名（年齢）
●●町●●／所属・当選回数

抱負・公約など

　市民が安心して暮らし、明るい未来を描け
る飛騨市を目指します。そのため、皆様のお
声を聞きながら寄り添ってまいります。

小笠原　美保子 （53）
古川町末広町／幸福実現党・１回

おがさわら

みずかみ

たにぐち

じょうがふき

いばた

さわ くずたに ひろのりしろう

こうじ たかはら くにこ

とよたか

けいしん

まさひろ まさかわ

のむら

こみやま えみこ

ふみひろ

かつのり

みほこ

すみだ

とくしま じゅんじ

きよみ

　皆様の声を聞きながら、すべての人が輝く
飛騨市を目指し、子育て支援・生活基盤の安
定・女性の活躍などを推進します。

住田　清美 （63）
古川町上町／無所属・２回

　市民の安心安全を守る病院の確保と働く子育
て世代が安心して働ける環境整備の取り組みと共
に地元商工業や農林業の活性化に取り組みます。

德島　純次 （71）
神岡町東町／無所属・２回

　公共交通の拡充に努め、市内外の移動手段
を確保します。雪対策に力を入れ、冬季でも
安心して暮らせる飛騨市を目指します。

前川　文博 （49）
神岡町船津／無所属・3回

　議員定数は１０名！２期８年１８０自治体を訪問
し、学んだ地域づくりと石破茂元地方創生大臣
はじめ培った人脈を活かし地方創生を推進する。

野村　勝憲 （76）
古川町上町／無所属・3回

　子育て支援、若者の定住支援、地域医療の
充実など、市民の願いを届け、みなさんのくら
し・命を守って全力でがんばります。

籠山　恵美子 （65）
古川町向町一丁目／日本共産党・４回

　激動する社会情勢の中、議会が行政の追認
機関に終わるのではなく、本来の二元代表制
になるべく自身の議員資質向上に努めたい。

高原　邦子 （62）
神岡町釜崎／無所属・５回

　ハイパーカミオカンデ建設を全面支援。古
川町屋内運動場新設の早期着工や医師の確
保と地元企業を積極的に支援し雇用を守る。

葛谷　寛德 （69）
神岡町吉田／自由民主党・５回

　それぞれの地域の振興・発展こそが誰もが
安心して安全に暮らせる飛騨市の礎。地域の
皆さんの声の実現を目指します。

水上　雅廣 （61）
宮川町林／無所属・１回

　高齢化に対応した介護・医療等の福祉事業の推
進に努めます。また人口減少対策の取り組みを重
視し若者が定住できるまちづくりを目指します。

上ケ吹　豊孝 （64）
神岡町梨ケ根／無所属・１回

　１期４年間で学んだことを活かし、少子高齢
化・子育て支援・地域活性化に取り組み、元気
で安心して暮らせる町を目指します。

井端　浩二 （58）
古川町金森町／無所属・２回

　全ての人が安心して暮らせる飛騨市のため
に、公共施設の統廃合や事業予算を見直し、将
来の負担を減らし健全財政の維持を目指す。

澤　　史朗 （59）
古川町末広町／無所属・２回

　福祉施設等の充実と支援、産業の育成者支援、
関係機関の連携で交通安全、治安維持、防火、防災
に努め、あんき、安心、安全な飛騨市を目指します。

谷口　敬信 （64）
古川町中野／無所属・１回

題
ろいろい

話のちま
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　神岡町の銅像「立ちだるま」からアメリカの「自由の女神
」に送る恋の短歌を詠んだコンクールの表彰式が22日、同
町の洞雲寺で開かれました。
　立ちだるまが自由の女神の方角を向いて立っていること
に着想を得て、町おこしにつなげようと地元有志らが企画
し、２回目の開催となりました。今回は一般、高校生以下の
両部門に、全国の661人から計1,953首の応募がありまし
た。
　表彰式では、受賞者、審査員、来賓ら21人が出席し、実
行委員会の帰家圭吾委員長から受賞者へ表彰・記念品が
授与されました。

　神岡町出身で旧神岡町名誉町民でもある故荒垣秀雄氏の
功績に光を当てる「第２回荒垣秀雄顕彰作文コンクール」の表
書式が22日、神岡振興事務所で開かれ受賞者や関係者ら約
25人が参加しました。
　表彰式では、最優秀の荒垣秀雄天声人語賞に河合小学校６
年生の岩田桃果さん、古川中学校１年生の千原ほのかさんが
選ばれ、都竹市長から賞状が手渡されました。
　都竹市長は「受賞を機に自分自身の物の見方や考え方、表
現の仕方、人に伝えていくことの難しさなどの面白さを追求して
磨いていただきたい」とあいさつしました。

短歌コンクール受賞者と関係者の皆さん作文コンクール入賞者の皆さん

立ちだるまから自由の女神へラブレター
第２回荒垣秀雄顕彰作文コンクール表彰式

２月22日（土）　神岡町　洞雲寺２月22日（土）　神岡振興事務所
市内の生徒児童が最優秀賞に選ばれる

第2回荒垣秀雄顕彰作文コンクール表彰式

　市と岐阜大学の間で包括連携協定の締結式が28日、同
大で行われました。
　この協定は、同大と市が多様な分野で包括的に密接な協
力関係を築き、連携を深めることで、人材育成や活力ある地
域社会の形成・発展を図るものです。
　内容は、人口減少問題を解明する「過疎学（仮称）」の研
究や関係人口プロジェクトへの参画、吉城高校、飛騨神岡高
校の地域連携教育への協力など多岐にわたります。
　協定式では、同大の森脇久隆学長と都竹市長が出席し、
協定書を取り交わしました。

岐

協定書を手にする森脇学長と都竹市長

　市と大正大学（東京都）との間で、地域創生や人材育成
に関する包括連携協定の締結式が25日、市役所で行われ
ました。
　この協定は、同大地域創生学部２年で古川町出身の坂
下拓夢さんが、市に連携を提案したことをきっかけに締結し
たもので、今後地域活性化や人材育成に向けた連携・協力
を実施していくものです。
　この日は、同大地域構想研究所の柏木正博副所長と浦
崎太郎教授、坂下さん、同大１年の山村一颯さんが出席。
協定式では、柏木正博副所長と都竹市長が協定書を取り
交わしました。

　飛騨地区交通安全協会の下堂前貢会長が21日、本年度の
交通栄誉章緑十字銀章を受章した喜びと交通安全への更な
る協力を都竹市長に伝えました。
　この表彰は、（一社）全国交通安全協会が長年交通安全活
動に尽力した功績がある方を表彰するもので、下堂前会長は
長年におよぶ交通安全への貢献がたたえられ表彰を受けまし
た。
　下堂前会長は「市民の皆さんが被害者にも加害者にもなら
ないよう尽力してきた。今後も市民の皆さんの交通安全に対す
る意識の向上に力を入れていきたい」と話しました。

大正大学と包括連携協定を締結地域創生や人材育成を推進
２月20日（木）　市役所

（右から）浦崎教授、柏木副所長、坂下さん、山村さん

交

出発式のようす 町内を練り歩く社中 洞雲寺を目指し、階段を駆け上がる社中

に 第64回飛騨神岡初金毘羅宵祭
ぎやかな創作山車が町内を練り歩く

２月22日（土）　神岡町市街地

　河合小学校の６年生児童が12日、河合町のいなか工芸館
で児童自身の卒業証書に使用する山中和紙の紙すきを行い
ました。
　この日は同校６年生８人が参加し、同町で和紙作りを行う
柏木一枝さんの指導の下、紙すきを行いました。
　児童らは、型枠で原料となる「こうぞ」をすき、水分を取っ
た後、型枠から外し、乾燥機に乗せて和紙作りを行いまし
た。乾燥機に乗せた後は、椿の葉でシワをとるなど、きれい
な和紙になるよう仕上げを行いました。
　紙すきを行った児童は「自分ですくのは難しかったけど楽し
かった。完成が楽しみです」と話していました。

河合小学校の児童が紙すき体験伝統の山中和紙で自身の卒業証書を作る
２月12日（水）　河合町　いなか工芸館

山中和紙の紙すきを行う児童

交通安全栄誉章緑十字銀章を受章
通安全に対する意識向上を目指す

２月21日（金）　市役所

表彰状と勲章を手にする下堂前会長

阜大学と連携し地域活性化を図る
岐阜大学と飛騨市との連携に関する協定締結式

２月28日（金）　岐阜大学

　真冬の熱い祭り「第64回飛騨神岡初金毘羅宵祭」が22日、神岡
町市街地で開かれ、にぎやかな創作山車が町内を練り歩きまし
た。
　この祭は、金毘羅様に商売繁盛・家内安全を祈願するため、江
戸木遣り保存会と手古舞の行列を先頭に、さまざまな意匠の神輿
や山車が列を成し、金毘羅堂のある洞雲寺を目指して、町内を盛大
に練り歩く祭りです。
　日中には、特設ステージで双葉保育園児によるダンスやダルマ
落とし大会、よさこい演舞などが披露されました。
　夕方からの行列は、神岡江戸木遣り保存会をはじめ、地元企業
や同級会、サークル、富山よさこいチームなど16社中が参加し、趣
向を凝らした山車や神輿曳きながら約１キロメートルの距離を練り
歩きました。


